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2014年度  微細藻類研究会プログラム  

 

12月22日（月）  

12:30- 受付、ポスター貼付 

13:00 - 13:05 開会の挨拶、研究会の趣旨説明 

 	 大西紀和（基礎生物学研究所） 

13:05 - 13:45 参加者自己紹介（全員） 

13:45 - 13:50 休憩 

13:50 - 14:20 “西部北太平洋域における植物プランクトン群集の多様性” 

 	 鈴木 光次（北海道大学） 

14:20 - 14:50 “赤潮発生予察による漁業被害軽減への取り組み” 

 	 宮村 和良（大分県農林水産研究指導センター） 

14:50 - 15:10 休憩 

15:10 - 15:40 “ノリの色落ち原因珪藻 Asteroplanus karianusの生理・生態に関する研究” 

 	 松原 賢（佐賀県有明水産振興センター） 

15:40 - 16:10 “真核性微細藻類による有機物からのリン切り出し” 

 	 山口 晴生（高知大学） 

16:10 - 16:30 休憩 

16:30 - 17:00 “単細胞紅藻 Cyanidioschyzon merolae における窒素同化系とその制御” 

 	 今村 壮輔（東京工業大学） 

17:00 - 17:30 “プロティストに広く観察されるクロロフィルの無毒化プロセスの発見” 

 	 柏山 祐一郎（福井工業大学/ JSTさきがけ） 

17:30 - 18:30 事務連絡、ポスタービュー、ロッジチェックイン等 

18:30 - 懇親会 
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12月23日（火）  

9:30 - 10:00 “海産植物プランクトン種間の化学的相互作用” 

 	 山﨑 康裕（水産大学校） 

10:00 - 10:30 “緑藻ボルボックス目における多細胞化と光行動メカニズムの変遷” 

 	 植木 紀子（東京工業大学/中央大学） 

10:30 - 10:50 休憩 

10:50 - 11:20 “群体性ボルボックス目ゴニウムを用いた配偶子接合メカニズムの解析” 

 	 豊岡 博子（東京大学） 

11:20 - 11:50 “シアノバクテリアの概日時計から学ぶ” 

 	 寺内 一姫（立命館大学） 

11:50 - 12:30 総合討論、閉会の挨拶 

 	 紫加田 知幸（瀬戸内海区水産研究所） 

 
 


